
既存のテクノロジーで5G、IoT、ビッグデータをサポート

「光通信技術をリードして
きたのは、常に日本でした」

株式会社 精工技研
代表取締役社長 上野 昌利

株式会社精工技研は、50
年近くにわたり、主として
IT分野の顧客に向けて、高
精度の金型と精密加工技術
を提供してきた会社です。

5G、IoT、ビッグデータが
牽引する新時代に突入した
現在、同社は製造ノウハウ
とモノづくりの技を活かし、
高速ITネットワークの実現
に必要な、新時代が求める
高品質な光通信部品を開発
していくとのことです。

同社は、日本でエレクト
ロニクス産業が栄えた1980
年代から90年代にかけて、
CDやDVDの金型開発のパイ
オニアとしてゆるぎない地
位を築く一方、世界で初め
て光通信部品の量産用の光
コネクタ研磨機を開発しま
した。

現在では、バイオテクノ
ロジーや医療分野向けの高
性能成形品の開発にも取り
組みながら、小型・高速・
大容量に進化する光ネット
ワークに向けた技術・製品
を提供しています。
「現在、さまざまな市場で
の存在感を高めています。

上野社長は、“日本のものづ
くり”が、他国に比べて秀で
ているのは、「仕事に一心
に、まじめに取り組む日本
の国民性が、競争上の優位
性と独自性を与えてくれて
いる」と指摘しています。
株式会社精工技研（すで

に米国、欧州、中国に足場
を築いている）は今後に向
けて、特に東南アジアで世
界的なプレゼンスを強化す
ることを目指しています。
フランスのDATA PIXEL

や日本の不二電子工業のよ
うな、新しいパートナー
シップの開拓も視野に、
「私たちが目指すのは、市
場の中で存在感のある企業
になること。歴史のページ
の中に社名が残るような企
業になりたいと考えていま
す。」と上野社長は締めく
くりました。

また、サブミクロンやナノ
メートル単位の成形を可能
とする超精密金型などの既
存のテクノロジーを利用し
て、5G、IoT、ビッグデー
タなどの新しい市場に挑戦
しています。」と上野社長
は語ります。
「さらに、グローバルレベ
ルで技術競争が行われてい
るバイオ、医療関連分野へ
の参入を狙っています。ト
レンドを予測し、ビジネス
を適応させることで、競合
他社の一歩先を行きたいと
考えています。」

事実、絶え間なく変化する
市場ニーズへの適応と技術
の進歩が、過去50年にわた
る同社の成功の鍵でした。

（掲載記事和訳）

（掲載記事原文）
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